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３．強化工法の検討(浸透・侵食)

3.1 堤防強化工法選定の基本方針

■吉野川における堤防強化工法選定の基本的な考え方

●浸透対策

・堤内地への影響を極力避けるために、堤外側で施工できる対策を優先する。

・透水性地盤が広範囲に分布し、地下水利用が盛んであることから、そのような地域では、地

下水に影響を与えない工法とする。

●侵食対策

・護岸の設置にあたっては、環境に配慮した多自然型護岸とする。

浸透・侵食対策の検討フロー図

＜安全度の基本検討項目＞

・堤体土質、形状 ・基礎地盤土質
・既設対策工 ・洪水波形

・河道形状 ・高水敷～河岸の形状
・既設対策工 ・洪水時流速

浸透に対する必要
対策区間の抽出

侵食に対する必要
対策区間の抽出

漏水履歴
のり面崩壊履歴

洗掘履歴
のりすべり履歴

＜対策の内容＞
・種別
・設置位置
・規模

＜設計条件(治水上の制約等)＞
・河積の確保
・用地の確保
・改修計画との整合

＜対策工の一次選定＞
吉野川における堤防強化工法

選定の基本的な考え方

＜対策工の二次選定＞
・自然環境（動植物・地下水）への影響

・河川利用への影響

・維持管理

・経済性

・施工性（施工の確実性等）

工法の調整(機能毎の断面構造･一連区間内での連続性)

第４回委員会

第５回委員会

第６回委員会

■対策工の二次選定

「対策工の一次選定」により複数選択した対策工法に対して、以下に示す考え方に基づいて「対策工の

二次選定」を行い、工法の絞り込みを行う。

（河川堤防質的整備技術ガイドラインに準拠）対策工の二次選定フロー図

■工法の調整

・堤防を主体として、構造体としてのバランスのとれた堤防構造となるように調整する。

・景観に配慮した堤防構造とする。

・一連区間において、上下流あるいは左右岸構造の連続性、整合性について配慮する。

・細分化区間の堤防構造の連続性に配慮し、その際には構造の境界が弱点部とならないように

調整する。

■吉野川における現況と適用例

従来、吉野川では「堤防強化工法選定の基本的な考え方」に従って、災害などにより被災した箇所や工

学的に弱部と判断される箇所を対象として、段階的に堤防の安全性を向上させてきた。

吉野川においてこれまでに実施した対策のうち、以下に示す３箇所の事例を紹介する。

①吉野川左岸 7k0付近：平成16年度台風による護岸洗掘箇所

②吉野川左岸18k0付近：平成11年度台風による漏水箇所

③吉野川右岸37k0付近：平成11年度台風による護岸洗掘箇所

浸透対策工の一次選定結果
（複数の対策工法）

侵食対策工の一次選定結果
（複数の対策工法）

　＜二次選定のための配慮事項＞
①自然環境（動植物・地下水）への影響
②河川利用への影響
③維持管理上の問題点
④施工性
⑤経済性

＜浸透および侵食対策の実現性の評価＞
○：実現性に問題なし。または課題があるが対応が比較的容易。
△：実現性に問題がある。または対応がやや困難な課題がある。

  ×：実現が難しい。または対応が困難である。
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3.2 吉野川における現況と対策工の適用例

吉野川(3k200～15k000)

現地状況写真(吉野川左岸7k0付近)

侵食対策工(堤防護岸)

H.W.L

＜既設対策箇所の環境への配慮例＞

平常時の水位

平常時に水位がある箇所は、
空隙を有した護岸工法を採用
し、水生生物に配慮して藻類
等の定着を図る。　　　　　

イセウキヤガラ等の重要な植
物群落がある場合は、保全措
置を講じる。　　　　　　　

干潟がある場合は、改変面積
が小さくなる工法を採用し、
保全に努める。　　　　　　
シオマネキ等の重要な生物が
生息している場合は、工事中
の避難場所を確保する等の対
策を講じる。　　　　　　　

空隙を有した護岸ブロック

泥水を河川に流出させな
いための措置
(シルトフェンスの設置)

植物群落の保全措置

干潟の保全(改変面積の縮小)

侵食対策（高水）

侵食対策（低水･堤防）

浸透対策

H16災害対応箇所

河川利用

井戸分布

法規制

魚類

植物

鳥類

既設対策工 凡例

河川環境 凡例

 

高潮区間

 

吉
野
川

大
橋

吉
野
川

橋

運動広場

運動広場

潮干狩り

潮干狩り

潮干狩り

ゴルフ場

アオノリ養殖、
水上スキーなど

鮎喰川鳥獣保護区

矢三応神橋
鳥獣保護区

イセウキヤガラ群落
（県特定種）

井戸がまばらに分布

井戸がやや多い

イセウキヤガラ群落
（県特定種）

イセウキヤガラ群落
（県特定種）

カモ類集団越冬地

イセウキヤガラ群落
（県特定種）

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

第十堰
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吉野川(15k000～27k000)

現地状況写真(吉野川左岸18k0付近)

植物群落の保全措置
覆土による植生の回復

侵食対策（高水）

侵食対策（低水･堤防）

浸透対策

H16災害対応箇所

河川利用

井戸分布

法規制

魚類

植物

鳥類

既設対策工 凡例

河川環境 凡例

不透水層

透水層

浸透対策工(遮水シート)
・覆土を行い、植生の回復を図る｡

既設井戸
・堤内側で地下水利用がある｡

重要な植物群落があ
る場合は、保全措置
を講じる｡　

シナダレスズメガヤ
やアカメヤナギ等の
有害な植物が繁茂し
ている場合は、抑制
に努める｡

H.W.L

＜既設対策箇所の環境への配慮例＞

地下水の流動

浸透対策工
(ブランケット＋矢板)
・堤内側で地下水利用がある場合は､

地下水への影響を考慮する。
・通常時の地下水の流向を阻害しな

いように透水層を全層遮断しない｡

侵食対策工(覆土ブロック)

カモ類集団越冬地

井戸がやや多い

石井町多目的広場

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

井戸がやや多い

六条大橋鳥獣保護区

第十さくらづつみ公園

カワヂシャ確認範囲
（国･県特定種）

　＜林前の瀬＞
アユの産卵場・釣り場

　＜先須賀の瀬＞
アユの産卵場

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

アユ釣り場

　＜四ツ谷の瀬、三軒家の瀬＞
アユの産卵場・釣り場

柿原堰

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

鴨島県民運動場

運動場（吉野町）

　＜高畑前の瀬、ギオンの瀬＞
アユ釣り場

町民憩いの場（鴨島町）

ヤナギ林

ヤナギ林竹林

　＜堰下の瀬＞
アユ釣り場

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

竹林
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吉野川(27k000～40k000)

現地状況写真(吉野川右岸37k0付近)

侵食対策（高水）

侵食対策（低水･堤防）

浸透対策

H16災害対応箇所

河川利用

井戸分布

法規制

魚類

植物

鳥類

既設対策工 凡例

河川環境 凡例

侵食対策工(高水護岸)

H.W.L

＜既設対策箇所の環境への配慮例＞

河川利用がある場合、階段護
岸とする等、川へのアクセス
が容易となるように配慮する

侵食対策工(低水護岸)

アユ釣り場やアユ産卵場に影
響を与えないように配慮する

平常時の水位

河畔林、竹林などが
ある場合は、保全措
置を講じる。　　　

施工直後(平成13年3月) 施工２年後(植生の繁茂状況)

空隙を有した
護岸ブロック

ポーラスコンクリートブロック
による植生の復元

河畔林の保全

　＜川島橋上流の瀬＞
アユ釣り場

ミゾコウジュ・カワヂシャ
確認範囲（国･県特定種）

サギ類集団繁殖地

　＜ベカコの瀬＞
アユ釣り場

　＜三ツ島の瀬＞
アユ産卵場

　＜せんがん坂の瀬＞
アユ釣り場

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

瀬詰の区有林
(水辺の楽校）

　＜北畠の瀬＞
アユ釣り場

井戸がやや多い

岩津橋

ヤナギ林

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

シナダレスズメガヤ群落
（外来種）

竹林
アユ釣り場

ヤナギ林

竹林

竹林

竹林

竹林
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3.3 浸透および侵食対策工の二次選定

■対策工の二次選定

「対策工の一次選定」により複数選択した対策工法に対して、以下に示す考え方に基づいて「対策工の二

次選定」を行い、工法の絞り込みを行う。

対策工の二次選定フロー図

■対策工の二次選定の一例

「対策工の二次選定」の一例を次頁以降に示す。

①吉野川左岸23k600

・浸透対策：遮水シート＋矢板

遮水シート＋ブランケット＋置換工

・侵食対策：低水護岸・高水護岸の設置

②吉野川左岸19k060

・浸透対策：既設対策工(遮水シート＋ブランケット)＋矢板

既設対策工(遮水シート＋ブランケット)＋置換工

・侵食対策：なし(既設護岸)

浸透対策工の一次選定結果
（複数の対策工法）

侵食対策工の一次選定結果
（複数の対策工法）

　＜二次選定のための配慮事項＞
①自然環境（動植物・地下水）への影響
②河川利用への影響
③維持管理上の問題点
④施工性
⑤経済性

＜浸透および侵食対策の実現性の評価＞
○：実現性に問題なし。または課題があるが対応が比較的容易。
△：実現性に問題がある。または対応がやや困難な課題がある。

  ×：実現が難しい。または対応が困難である。

■対策工選定の実施フロー

吉野川における中・長期的な堤防強化計画では 「浸透・侵食対策の検討フロー図(pp3-1)」にしたがっ、

て堤防強化工法を選定することを基本としている。

しかし、平成16年度台風による被災箇所のように短期間に復旧、補強を行う必要のある箇所については、

以下に示す「対策工選定の実施フロー」にしたがい、個別に対策工法の設計を行っている。

対策工選定の実施フロー

①川表断面拡大工法

照査基準を
満たすか？

①＋②表のり面遮水工法(遮水シート)

照査基準を
満たすか？

地下水利用があるか？

地下水利用と漏水対策機能
の調整が可能であるか確認

高水敷きがあるか？

①＋②＋③ブランケット工法

④川表遮水工法(止水矢板)
①＋②＋④

or
①＋②＋③＋④

照査基準を
満たすか？

対策工の実施

OK

OUT

OK

OUT

OK

YES

NO 

YES

NO

OUT

照査基準を
満たすか？

OUT

OK

照査基準を
満たすか？

OUT

OK

⑤裏のり置換工法
②＋③＋④＋⑤

or
②＋⑤

⑥川裏断面拡大工法

川表対策

川裏対策
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浸透および侵食対策工の二次選定結果(L23k600)

【二次選定のための配慮事項】 【堤内地の状況】

主に畑地など耕作地として利用。

配慮事項 対策方法

アユの産卵場・釣り場

非出水期に施工するため、基本的に問
題はないが、泥水が河川に流出しない
ように配慮する。
(例：シルトフェンスの設置)

シナダレスズメガヤ群落

外来種であるシナダレスズメガヤは低
水域の陸化を促すため、対策工施工時
に低水域や高水域にある場合は出来る
だけ駆除する。

対策区間

【自然環境】

特に問題なし。
泥水が河川に流出しないように配

慮する。

現在、駆除が検討されている外来
種であり、施工範囲内に生育して

いる場合は除去する。

アユ釣り場

産卵場
シナダレスズメガヤ

【対策工法の概要図】

【対策工法選定のフロー図】

侵食対策工法の
一次選定結果

二次選定条件

侵食対策工法の決定
浸透対策工法の
一次選定結果

工法の組み合わせ

二次選定条件

最適工法の決定

【対策工法の二次選定結果】

高水護岸 低水護岸 自然環境 施工性 経済性

遮水ｼｰﾄ＋矢板 ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ 遮水ｼｰﾄ＋矢板＋ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ ○ ○ ○ ○

遮水ｼｰﾄ＋ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ＋置換工 － 遮水ｼｰﾄ＋矢板＋ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ＋置換工 ○ ○ △ △

浸透対策工の一次選定結果

覆土ﾌﾞﾛｯｸ
矢板

根固め

侵食対策工の
二次選定結果 総合評価

二次選定条件
浸透及び侵食対策の組合せ工法追加対策工法

問題点 自然環境 施工性 経済性

護岸 水替えが必要であり、施工が非常に困難。 ○ × × ×

護岸＋矢板
自立式矢板を必要とする場合もあり、その場合は、礫
地盤(平均Ｎ値=33)への矢板の根入れが長くなる。ま
た、地下水流動を阻害する可能性がある。

× △ ○ △

護岸＋根固め 水替えが必要であり、施工が非常に困難。 ○ × × ×

護岸＋矢板＋根固め 施工費がやや増大するが、矢板の根入れは短くなる。 ○ ○ △ ○

侵食対策工の一次選定結果

高水護岸

侵食対策工の二次選定(低水護岸)

覆土ﾌﾞﾛｯｸ

低水護岸 総合評価
二次選定条件

アスファルト

矢板

遮水シート

(覆土ブロック：高水護岸 )

覆土
計画堤防高＝HWL+2m
HWL

根固め
低水護岸

(平均Ｎ値＝33)
ブランケット

覆土

遮水シート

青字：既設対策工

赤字：新規対策工

F0g
F1g

F2g

A1g

A1sA1c

bk(c)

透水層(A2g)

不透水層 (Dg)



3-7

浸透および侵食対策工の二次選定結果(R19k060)

【二次選定のための配慮事項】 【堤内地の状況】

主に畑地など耕作地として利用(地下水利用がやや多い)。

【自然環境】

特に問題なし。
泥水が河川に流出しないように配

慮する。

現在、駆除が検討されている外来
種であり、施工範囲内に生育して

いる場合は除去する。

アユ釣り場

産卵場
シナダレスズメガヤ

【対策工法の概要図】

【対策工法選定のフロー図】

侵食対策工法の
一次選定結果

二次選定条件

侵食対策工法の決定
浸透対策工法の
一次選定結果

工法の組み合わせ

二次選定条件

最適工法の決定

【対策工法の二次選定結果】

対策区間

配慮事項 対策方法

アユの産卵場・釣り場

非出水期に施工するため、基本的に問題
はないが、泥水が河川に流出しないよう
に配慮する。
(例：シルトフェンスの設置)

シナダレスズメガヤ群落

外来種であるシナダレスズメガヤは低水
域の陸化を促すため、対策工施工時に低
水域や高水域にある場合は出来るだけ駆
除する。

地下水利用がやや多い 事前に周辺井戸の利用状況を把握する。

高水護岸 低水護岸

既設護岸 既設護岸

侵食対策工の一次選定結果

既設対策工 新規対策工 高水護岸 低水護岸 自然環境 施工性 経済性

矢板 － 遮水ｼｰﾄ＋ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ＋矢板 △ △ △ △

置換工 － 遮水ｼｰﾄ＋ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ＋置換工 ○ ○ ○ ○
既設護岸 既設護岸

侵食対策工浸透対策工の一次選定結果

遮水ｼｰﾄ＋ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ

総合評価
二次選定条件

浸透及び侵食対策の組合せ工法追加対策工法

アスファルト

アスファルト

計画堤防高＝HWL+2m
HWL

根固め
低水護岸

矢板

遮水シート

(覆土ブロック：高水護岸 )

覆土

ブランケット

覆土
置換工

青字：既設対策工

赤字：新規対策工

F0gF1gF2g

A1s
A1s

透水層(A2g)

不透水層(Dg)
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